
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化側に、入力音声に対して音声符号化を行い音声符号化パラメータを出力する音声
符号化器と、得られた符号化パラメータに対して誤り訂正符号化および誤り検出符号算出
を行い送信データを出力する誤り訂正符号化器とを備え、復号側に、受信データに対して
誤り訂正および誤り検出を行なう誤り訂正・誤り検出器と、誤り訂正後の音声符号化パラ
メータから音声復号を行なう音声復号器と、誤り検出区間に対して音声符号化パラメータ
の一部を用いて快適雑音を生成する快適雑音生成器とを備え、誤り検出が連続する区間に
おいて、その誤り検出区間の受信音声符号化パラメータの一部を用いて快適雑音を生成し
、その区間の出力信号として出力する音声符号化装置。
【請求項２】
　符号化パラメータに、少なくとも入力音声の声道情報を表すＬＰＣパラメータ等のスペ
クトル情報と声帯情報に相当する音源情報とを含む音声符号化において、復号器側の快適
雑音生成器が、受信音声符号化パラメータのうちスペクトル情報を用いて音声スペクトル
パラメータを復号する音声スペクトル復号部と、雑音音源を生成する雑音音源生成部と、
快適雑音信号を合成して出力する合成フィルタとを備え、連続誤り検出区間において、誤
り区間の受信音声スペクトル情報の全てまたは一部を用いて合成フィルタを構成し、それ
を用いて快適雑音を生成する請求項１記載の音声符号化装置。
【請求項３】
　符号化側の音声符号化器における音声スペクトルパラメータの量子化器が、１段目にス
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ペクトルパラメータの各次数毎のスカラ量子化部を備え、２段目以降にスペクトルパラメ
ータを複数の次数に分割してそのベクトル毎にベクトル量子化する分割ベクトル量子化部
を備えた多段構成を有し、復号側の誤り検出区間に対して、快適雑音生成器内のスペクト
ル復号部において、受信スペクトルパラメータ符号のうち、１段目のスカラ量子化符号の
みを用いてスペクトルパラメータを復号する請求項２記載の音声符号化装置。
【請求項４】
　復号側の快適雑音生成器内のスペクトル復号部が、当該区間の受信スペクトルパラメー
タ符号からスペクトルパラメータを復号する当該区間スペクトル復号部と、白色雑音スペ
クトルを表すスペクトルパラメータを記憶している白色雑音スペクトルバッファと、復号
スペクトルパラメータおよび白色雑音スペクトルパラメータから快適雑音信号を合成する
ためのスペクトルパラメータを生成する合成スペクトル算出部とを備え、誤り検出が連続
する場合に合成スペクトルが白色雑音スペクトルに漸近していくように動作する請求項２
または３記載の音声符号化装置。
【請求項５】
　復号側の快適雑音生成器内のスペクトル復号部が、当該区間の受信スペクトルパラメー
タ符号からスペクトルパラメータを復号する当該区間スペクトル復号部と、過去の無音区
間（雑音のみの区間を含む）のスペクトルを表すスペクトルパラメータを記憶している無
音区間スペクトルパラメータバッファと、復号スペクトルパラメータおよび無音区間スペ
クトルパラメータから快適雑音信号を合成するためのスペクトルパラメータを生成する合
成スペクトル算出部とを備え、誤り検出が連続する場合に合成スペクトルが過去の無音区
間のスペクトルに漸近していくように動作する請求項２または３記載の音声符号化装置。
【請求項６】
　復号側の快適雑音生成器内の雑音音源生成部が、無音区間の音源信号を記憶する無音区
間音源信号バッファと、それを用いて雑音音源を生成する雑音音源生成部とを備え、誤り
検出区間の音源信号として過去の無音区間の音源信号を用いる請求項２から５のいずれか
に記載の音声符号化装置。
【請求項７】
　符号化側に、入力音声に対して第１の音声符号化を行なう第１の音声符号化器と、それ
により得られた符号化パラメータに対して誤り訂正符号化および誤り検出符号算出を行な
う誤り訂正符号化器と、入力音声に対して、第１の音声符号化器と比べて低品質ながら誤
り耐性の高い音声符号化を実現できる第２の音声符号化器とを備え、復号側に、受信デー
タのうち第１の音声符号化器出力に対応する受信データに対して誤り訂正および誤り検出
を行なう誤り訂正・誤り検出器と、誤り訂正後の音声符号化パラメータから第１の音声符
号化器に対応して音声復号を行なう第１の音声復号器と、受信データのうち第２の音声符
号化器出力に対応する受信データに対して音声復号を行なう第２の音声復号器と、誤り検
出の結果に応じて第１の音声復号器と第２の音声復号器からの出力を切り替えまたは加算
により当該区間の出力信号として出力する加算器とを備え、誤り検出が連続する場合には
第２の音声復号器からの出力を復号音声信号とする音声符号化装置。
【請求項８】
　符号化側に、入力音声から、第１の音声符号化器と比べて低品質ながら誤り耐性の高い
音声符号化を実現できる第２の音声符号化器による誤り耐性の高い第２の音声符号化の復
号音声信号分を減算する減算器を備え、第１の音声符号化器による第１の音声符号化が、
それに先立ち行われる第２の音声符号化器による第２の音声符号化の復号音声信号分を入
力音声から減算された信号に対して行なう請求項７記載の音声符号化装置。
【請求項９】
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入力音声に対して音声符号化を行い音声符号化パラメータを出力する音声符号化手順と
、前記音声符号化手順により得られた符号化パラメータに対して誤り訂正符号化および誤
り検出符号算出を行い送信データを出力する誤り訂正符号化手順と、を少なくとも含む音
声符号化プログラムと、
　受信データに対して誤り訂正および誤り検出を行なう誤り訂正・誤り検出手順と、前記



磁気ディスク、光磁気ディスク、ＲＯＭカートリッジ

【請求項１０】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ディジタル携帯電話等のディジタル移動通信端末に使用される音声符号化装置
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、誤り訂正機能を有する音声符号化装置としては、例えば、  Channel Coding For Di
gital Speech Transmission In Japanese Digital Cellular System (by M.J.McLaughlin
, 電子情報通信学会・無線通信システム研究会、ＲＣＳ９０－２７）に記載されたものが
知られている。図９は従来の音声符号化装置の構成を示している。符号化側（ａ）におい
て、９０１は音声符号器であり、入力音声に対し音声符号化を行い符号化パラメータを出
力する。９０２は誤り訂正符号化器であり、符号化パラメータに対して誤り訂正符号化お
よび誤り検出符号算出を行なう。復号側（ｂ）において、９０３は誤り訂正・誤り検出器
であり、受信データに対して誤り訂正および誤り検出を行なう。９０４は音声パラメータ
補間器であり、誤り訂正後の音声符号化パラメータおよび誤り検出情報から誤り検出時の
音声符号化パラメータの補間を行なう。９０５は音声復号器であり、音声符号化パラメー
タから音声復号を行なう。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の音声符号化装置では、伝送路のビット誤りが多く、誤り訂正に
よって訂正しきれない誤りの検出が連続的に生じた場合、音声パラメータ補間器による音
声符号化パラメータの補間が連続し、徐々に出力信号をミュートするように処理されるた
め、特にフェージング周波数の低い無線伝送路においては、長区間にわたり出力信号の途
切れが発生し、聴感上の劣化を生じるという問題を有していた。
【０００４】
本発明は、上記従来の問題を解決するもので、連続的な誤り検出区間において受信した音
声符号化パラメータの一部を用いて快適雑音を生成し、途切れ感なく復号音声を再生する
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誤り訂正後の音声符号化パラメータから音声復号を行なう音声復号手順と、誤り検出区間
に対して音声符号化パラメータの一部を用いて快適雑音を生成する快適雑音生成手順と、
を少なくとも含み、前記快適雑音生成手順が、誤り検出が連続する区間において、その誤
り検出区間の受信音声符号化パラメータの一部を用いて快適雑音を生成し、その区間の出
力信号として出力する手順を更に含む音声復号プログラムと、
　を記録したことを特徴とする のう
ちのいずれかの記録媒体。

入力音声に対して第１の音声符号化を行なう第１の音声符号化手順と、前記第１の音声
符号化手順により得られた符号化パラメータに対して誤り訂正符号化および誤り検出符号
算出を行なう誤り訂正符号化手順と、前記入力音声に対して、前記第１の音声符号化器と
比べて低品質ながら誤り耐性の高い音声符号化を実現できる第２の音声符号化手順と、を
少なくとも含む音声符号化プログラムと、
　受信データのうち前記第１の音声符号化手順の出力に対応する受信データに対して誤り
訂正および誤り検出を行なう誤り訂正・誤り検出手順と、前記誤り訂正後の音声符号化パ
ラメータから前記第１の音声符号化手順に対応して音声復号を行なう第１の音声復号手順
と、前記受信データのうち前記第２の音声符号化手順の出力に対応する受信データに対し
て音声復号を行なう第２の音声復号手順と、前記誤り検出の結果に応じて前記第１の音声
復号手順と前記第２の音声復号手順からの出力を切り替えまたは加算により当該区間の出
力信号として出力する加算手順と、を少なくとも含む音声復号プログラムと、
　を記録したことを特徴とする磁気ディスク、光磁気ディスク、ＲＯＭカートリッジのう
ちのいずれかの記録媒体。



ことにより聴感的な劣化を抑えるとともに、誤り区間中においても、受信された音声情報
を低品質ながら再生することのできる優れた音声符号化装置を提供することを目的とする
。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記問題を解決するために本発明は、連続的な誤り検出区間においては、その区間で受信
した音声符号化パラメータの一部、特にスペクトルパラメータを用いて快適雑音を生成し
、その快適雑音信号を復号音声信号の代わりに出力するようにしたものである。また、通
常の音声符号化器と誤り訂正符号化器を備えた構成に加え、誤り耐性の高い音声符号化器
を並列に備え、復号側で通常の音声符号化器の符号化パラメータに対して誤り検出された
場合に、並列に備えた誤り耐性の高い音声復号器の出力をその誤り検出区間の復号音声出
力とするようにしたものである。
【０００６】
以上により、連続的な誤り検出区間においても受信したパラメータの情報を含む快適雑音
信号または誤り耐性の高い音声符号器による復号音声信号を出力することにより、途切れ
感なく復号音声を再生して聴感的な劣化を抑えるとともに、誤り区間中においても、受信
された音声情報を低品質ながら再生することができる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
本発明の請求項１に記載の発明は、符号化側に、入力音声に対して音声符号化を行い音声
符号化パラメータを出力する音声符号化器と、得られた符号化パラメータに対して誤り訂
正符号化および誤り検出符号算出を行い送信データを出力する誤り訂正符号化器とを備え
、復号側に、受信データに対して誤り訂正および誤り検出を行なう誤り訂正・誤り検出器
と、誤り訂正後の音声符号化パラメータから音声復号を行なう音声復号器と、誤り検出区
間に対して音声符号化パラメータの一部を用いて快適雑音を生成する快適雑音生成器とを
備えたものであり、誤り検出が連続する区間において、その誤り検出区間の受信音声符号
化パラメータの一部を用いて快適雑音を生成しその区間の出力信号として出力することに
より、連続誤り検出区間中においても、受信された音声情報を低品質ながら再生できかつ
、聴感的な劣化要因である途切れ感をなくすことができるという作用を有する。
【０００８】
また、本発明の請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、符号化パラメ
ータに、少なくとも入力音声の声道情報を表すＬＰＣパラメータ等のスペクトル情報と声
帯情報に相当する音源情報とを含む構成において、復号器側の快適雑音生成器が、受信音
声符号化パラメータのうちスペクトル情報を用いて音声スペクトルパラメータを復号する
音声スペクトル復号部と、雑音音源を生成する雑音音源生成部と、快適雑音信号を合成し
て出力する合成フィルタとを備え、連続誤り検出区間において、誤り区間の受信音声スペ
クトル情報の全てまたは一部を用いて合成フィルタを構成し、それを用いて快適雑音を生
成しその区間の出力信号として出力することにより、連続誤り検出区間中においても、受
信された音韻情報を低品質ながら再生できかつ、聴感的な劣化要因である途切れ感をなく
すことができるという作用を有する。
【０００９】
また、本発明の請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の発明において、符号化側の音
声符号化器における音声スペクトルパラメータの量子化器が、１段目にスペクトルパラメ
ータの各次数毎のスカラ量子化部を備え、２段目以降にスペクトルパラメータを複数の次
数に分割してそのベクトル毎にベクトル量子化する分割ベクトル量子化部を備えた多段構
成を有するものであり、復号側の誤り検出区間に対して、快適雑音生成器内のスペクトル
復号部において、受信スペクトルパラメータ符号のうち、１段目のスカラ量子化符号のみ
を用いてスペクトルパラメータを復号することにより、低品質ながら誤りの影響をより少
なくスペクトルを復号することができるという作用を有する。
【００１０】
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また、本発明の請求項４に記載の発明は、請求項２または３に記載の発明において、復号
側の快適雑音生成器内のスペクトル復号部が、当該区間の受信スペクトルパラメータ符号
からスペクトルパラメータを復号するスペクトル復号部と、白色雑音スペクトルを表すス
ペクトルパラメータを記憶している白色雑音スペクトルバッファと、復号スペクトルパラ
メータおよび白色雑音スペクトルパラメータから快適雑音信号を合成するためのスペクト
ルパラメータを生成する合成スペクトル算出部とを備え、誤り検出が連続する場合に合成
スペクトルが白色雑音スペクトルに漸近していくように動作することにより、誤り区間に
おいてより自然な誤り区間信号再生を行なうことができるという作用を有する。
【００１１】
また、本発明の請求項５に記載の発明は、請求項２または３に記載の発明において、復号
側の快適雑音生成器内のスペクトル復号部が、当該区間の受信スペクトルパラメータ符号
からスペクトルパラメータを復号するスペクトル復号部と、過去の無音区間のスペクトル
を表すスペクトルパラメータを記憶している無音区間スペクトルバッファと、復号スペク
トルパラメータおよび無音区間スペクトルパラメータから快適雑音信号を合成するための
スペクトルパラメータを生成する合成スペクトル算出部とを備え、誤り検出が連続する場
合に合成スペクトルが過去の無音区間のスペクトルに漸近していくように動作することに
より、誤り区間において過去の無音区間の再生信号に類似したスペクトル特性を有する、
より自然な誤り区間信号再生を行なうことができるという作用を有する。
【００１２】
また、本発明の請求項６に記載の発明は、請求項２から５のいずれかに記載の発明におい
て、復号側の快適雑音生成器内の雑音音源生成部が、無音区間の音源信号を記憶する無音
区間音源信号バッファと、それを用いて雑音音源を生成する雑音音源生成部とを備え、誤
り検出区間の音源信号として過去の無音区間の音源信号を用いることにより、誤り区間に
おいて過去の無音区間の再生信号に類似した音源特性を有する、より自然な誤り区間信号
再生を行なうことができるという作用を有する。
【００１３】
　また、本発明の請求項７に記載の発明は、符号化側に、入力音声に対して 音声符
号化を行なう 音声符号化器と、それにより得られた符号化パラメータに対して誤り
訂正符号化および誤り検出符号算出を行なう誤り訂正符号化器と、入力音声に対して

低品質なが り耐性 を実現できる
符号化器とを備え、復号側に、受信データのうち 符号化器出力に対応する受

信データに対して誤り訂正および誤り検出を行なう誤り訂正・誤り検出器と、誤り訂正後
の音声符号化パラメータから 音声符号化器に対応して音声復号を行なう 音声
復号器と、受信データのうち 音声符号化器出力に対応する受信データに対して音声
復号を行なう 音声復号器と、誤り検出の結果に応じて 音声復号器と 音
声復号器からの出力を切り替えまたは加算により当該区間の出力信号として出力する加算
器とを備えたものであり、誤り検出が連続する場合には 音声復号器からの出力を復
号音声信号とすることにより、音声が途切れることなく復号音声を再生できるという作用
を有する。
【００１４】
　また、本発明の請求項８に記載の発明は、請求項７に記載の発明において、符号化側に
、入力音声から

符号化器によ り耐性 符号化の復号音声信号分
を減算する減算器を備えたものであり、 音声符号化器による 音声符号化を、
それに先立ち行われる 符号化器による 符号化の復号音声信号分を入
力音声から減算された信号に対して行なうことにより、誤り検出が連続する場合における
音声の途切れ感ない復号音声の再生と低ビットレート化を両立できるという作用を有する
。
【００１５】
　また、本発明の請求項９に記載の発明は、
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磁気ディスク、光磁気ディスク、ＲＯＭカートリッジ
であり、本発明の音声符号化装置をソフトウェアで実現でき

るという作用を有する。
　

【００１６】
以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。
（実施の形態１）
図１は本発明の請求項１に対応する音声符号化装置のブロック図を示したものである。符
号側（ａ）において、１０１は入力音声に対して音声符号化を行い、音声符号化パラメー
タを出力する音声符号化器、１０２は得られた符号化パラメータに対して誤り訂正符号化
および誤り検出符号算出を行い、送信データを出力する誤り訂正符号化器である。復号側
（ｂ）において、１０３は受信データに対して誤り訂正および誤り検出を行なう誤り訂正
・誤り検出器、１０４は誤り訂正後の音声符号化パラメータから音声復号を行なう音声復
号器、１０５は誤り検出区間に対して音声符号化パラメータの一部を用いて快適雑音を生
成する快適雑音生成器、１０６は音声復号器１０４からの出力と快適雑音生成器１０５か
らの出力とを誤り検出情報に応じて加算する加算器である。
【００１７】
以上のように構成された音声符号化装置について図１を用いてその動作を説明する。まず
符号化側（ａ）において、一定の短区間毎に区切られた入力音声信号に対して、音声符号
化器１０１により音声符号化を行い、音声符号化パラメータを出力する。そして得られた
符号化パラメータに対して、誤り訂正符号化器１０２により誤り訂正符号化および誤り検
出符号算出を行い送信データとして出力する。誤り訂正符号化器１０２では、音声符号化
パラメータのうち聴感的に重要なパラメータのみに対して誤り訂正符号および誤り検出符
号が計算される場合が多い。次に復号側（ｂ）において、受信データに対して誤り訂正・
誤り検出器１０３により誤り訂正および誤り検出を行なう。誤り検出は、誤り訂正後の受
信データに誤りが残留しているかどうかを検出するもので、ＣＲＣ符号がよく使用される
。誤り検出の対象が聴感上重要なパラメータに限定されている場合には、その誤り検出対
象のパラメータに誤りが残留しているかどうかを検出する。そして当該区間において誤り
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化パラメータを出力する音声符号化手順と、得られた符号化パラメータに対して誤り訂正
符号化および誤り検出符号算出を行い送信データを出力する誤り訂正符号化手順と、を少
なくとも含む音声符号化プログラムと、受信データに対して誤り訂正および誤り検出を行
なう誤り訂正・誤り検出手順と、誤り訂正後の音声符号化パラメータから音声復号を行な
う音声復号手順と、誤り検出区間に対して音声符号化パラメータの一部を用いて快適雑音
を生成する快適雑音生成手順と、を少なくとも含み、前記快適雑音生成手順が、誤り検出
が連続する区間において、その誤り検出区間の受信音声符号化パラメータの一部を用いて
快適雑音を生成し、その区間の出力信号として出力する手順を更に含む音声復号プログラ
ムと、を記録したことを特徴とする
のうちのいずれかの記録媒体

さらに、本発明の請求項１０に記載の発明は、入力音声に対して第１の音声符号化を行
なう第１の音声符号化手順と、前記第１の音声符号化手順により得られた符号化パラメー
タに対して誤り訂正符号化および誤り検出符号算出を行なう誤り訂正符号化手順と、前記
入力音声に対して、前記第１の音声符号化器と比べて低品質ながら誤り耐性の高い音声符
号化を実現できる第２の音声符号化手順と、を少なくとも含む音声符号化プログラムと、
受信データのうち前記第１の音声符号化手順の出力に対応する受信データに対して誤り訂
正および誤り検出を行なう誤り訂正・誤り検出手順と、前記誤り訂正後の音声符号化パラ
メータから前記第１の音声符号化手順に対応して音声復号を行なう第１の音声復号手順と
、前記受信データのうち前記第２の音声符号化手順の出力に対応する受信データに対して
音声復号を行なう第２の音声復号手順と、前記誤り検出の結果に応じて前記第１の音声復
号手順と前記第２の音声復号手順からの出力を切り替えまたは加算により当該区間の出力
信号として出力する加算手順と、を少なくとも含む音声復号プログラムと、を記録したこ
とを特徴とする磁気ディスク、光磁気ディスク、ＲＯＭカートリッジのうちのいずれかの
記録媒体であり、本発明の音声符号化装置をソフトウェアで実現できるという作用を有す
る。



検出情報により誤りが検出されていない場合には、音声復号器１０４により音声復号を行
い、加算器１０６では音声復号器１０４からの出力信号をそのまま復号音声として出力す
る。一方、誤りが検出された区間の場合、まず音声復号器１０４においては誤り区間補償
処理を行なう。これは過去の符号化パラメータまたは復号駆動音源・復号音声等を用いて
誤り区間の補償信号を生成する。但し、誤り区間が連続する場合には徐々にミュートする
処理を加える。つぎに、快適雑音生成器１０５において、誤りを含む音声符号化パラメー
タの一部または全てを用いて快適雑音信号を生成する。これは、当該誤り区間の受信デー
タから得られる音声情報の一部（例えばスペクトル情報、パワー情報など）を出力する快
適雑音に反映させるように生成する。生成法は任意である。そして音声復号器１０４の出
力の誤り区間補償信号と快適雑音生成器１０５出力の快適雑音信号とを加算器１０６にて
加重加算後出力することにより誤り区間の出力信号とする。
【００１８】
以上のように、本発明の実施の形態１によれば、誤り検出が連続する区間において、その
誤り検出区間の受信音声符号化パラメータの一部を用いて快適雑音を生成し、その区間の
出力信号として出力することにより、連続誤り検出区間中においても、受信された音声情
報を低品質ながら再生でき、かつ聴感的な劣化要因である途切れ感をなくすことができる
。
【００１９】
（実施の形態２）
図２は本発明の請求項２に対応し、上記実施の形態１における音声符号化装置の復号側の
快適雑音生成器１０５のブロック図を示したものである。図２において、２０１は受信音
声符号化パラメータから各々の音声符号化パラメータに分離する音声パラメータ分離部、
２０２は受信音声符号化パラメータうちスペクトル情報を用いて音声スペクトルパラメー
タを復号するスペクトル復号部、２０３は雑音音源を生成する雑音音源生成部、２０４は
快適雑音信号を合成して出力する合成フィルタ、２０５は合成フィルタ２０４による合成
信号に対してそのレベルを制御するレベル制御部である。
【００２０】
以上のように構成された快適雑音生成器１０５について図２を用いてその動作を説明する
。なお本実施の形態２は、符号化パラメータに少なくとも入力音声の声道情報を表すＬＰ
Ｃパラメータ等のスペクトル情報と声帯情報に相当する音源情報とを含む音声符号化にお
いて適用できるものである。まず、音声パラメータ分離部２０１により受信音声符号化パ
ラメータのうちスペクトル情報を表すスペクトルパラメータを得る。そして、スペクトル
復号部２０２により当該受信スペクトルパラメータから音声スペクトルを復号する。音声
スペクトルパラメータとしては、一般的にはＬＰＣパラメータ（例えばＬＰＣ係数やＬＳ
Ｐパラメータ等）がよく使用される。次に、雑音音源生成部２０３において快適雑音の駆
動音源信号を生成する。駆動音源信号としては白色ランダム雑音等の定常雑音信号を用い
る。そして、合成フィルタ２０４により雑音音源生成部２０３で得られた音源信号と、ス
ペクトル復号部２０２で得られたスペクトルパラメータを用いて快適雑音信号とを合成し
、レベル制御部２０５にて出力レベルを制御した後、出力する。
【００２１】
以上のように本発明の実施の形態２によれば、連続誤り検出区間において、誤り区間の受
信音声スペクトル情報の全てまたは一部を用いて合成フィルタを構成し、それを用いて快
適雑音を生成しその区間の出力信号として出力することにより、連続誤り検出区間中にお
いても、受信された音韻情報を低品質ながら再生でき、かつ聴感的な劣化要因である途切
れ感をなくすことができる。
【００２２】
（実施の形態３）
図３は本発明の請求項３に対応し、実施の形態１における音声符号化装置の符号化側の音
声符号器に音声の声道情報を表すスペクトル情報を量子化するスペクトル量子化器を含む
構成の場合において、そのスペクトル量子化器１０７と、実施の形態２における復号側の
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快適雑音生成器１０５におけるスペクトル復号部２０２Ａのブロック図を示したものであ
る。図３（ａ）において、３０１は音声スペクトルパラメータの量子化器におけるスペク
トルパラメータの各次数毎のスカラ量子化部、３０２はスペクトルパラメータを複数の次
数に分割してそのベクトル毎にベクトル量子化する分割ベクトル量子化部である。また図
３（ｂ）において、３０３は快適雑音生成器１０５のスペクトル復号部２０２Ａにおいて
スカラ量子化部分の復号を行なうスカラ量子化復号部、３０４は分割ベクトル量子化部分
の復号を行なう分割ベクトル量子化復号部である。
【００２３】
以上のように構成された音声符号化装置について図３を用いてその動作を説明する。まず
符号化側のスペクトル量子化器１０７において、入力スペクトル（ベクトル）に対して、
１段目のスカラ量子化部３０１で各次数毎のスカラ値をスカラ量子化する。次に分割ベク
トル量子化部３０２において、２段目の量子化部として１段目の量子化誤差部分を量子化
する。ここではスペクトルパラメータを複数次数毎に分割して、量子化効率の高いベクト
ル量子化により量子化を行なう。そしてそれぞれの量子化部での量子化符号（スカラ量子
化符号、分割ベクトル量子化符号）を出力する。一方、復号側の音声復号器においても、
上記と同様な構成で量子化復号器を構成してスペクトル復号する。すなわち、復号側の快
適雑音生成器１０５におけるスペクトル復号部２０２Ａにおいては、受信スペクトル符号
のうちスカラ量子化符号のみを用いてスカラ量子化復号部３０３によりスカラ量子化部分
のスペクトルを復号し，快適雑音のスペクトルとして出力する。
【００２４】
以上のように本発明の実施の形態３によれば、符号化側のスペクトル量子化が多段構成に
なっており、１段目に量子化効率は落ちるもののビット誤り影響が少ないスカラ量子化を
、２段目に量子化効率の高いベクトル量子化を行なう構成とし、復号側の連続誤り区間に
対して、快適雑音生成器１０５のスペクトル復号部２０２Ａにおいて、誤り耐性の高い１
段目のスカラ量子化部分のみの復号スペクトルを快適雑音の合成スペクトルとして用いる
ことにより、低品質ながら誤りの影響のより少ないスペクトル復号を行なうことができる
。
【００２５】
なお、本実施の形態３では、２段構成のスカラ量子化＋ベクトル量子化という構成で示し
たが、３段以上の多段構成でもよい。また１段目のスカラ量子化部３０１を前区間の１段
目の量子化結果からの差分または予測量子化を用いることにより、スカラ量子化ビット数
が１ビットでかつ量子化効率を向上させることができ、より誤りの影響が少ない復号が行
なえる。さらにその他の誤り耐性の高い量子化構造の量子化器を用いることも可能である
。
【００２６】
（実施の形態４）
図４は本発明の請求項４に対応し、請求項２または３記載の音声符号化装置の復号側の快
適雑音生成器１０５におけるスペクトル復号部２０２Ｂのブロック図を示したものである
。図４において、４０１は当該区間の受信スペクトルパラメータ符号からスペクトルパラ
メータを復号する当該区間スペクトル復号部、４０２は白色雑音スペクトルを表すスペク
トルパラメータを記憶している白色雑音スペクトルバッファ、４０３は復号スペクトルパ
ラメータおよび白色雑音スペクトルパラメータから快適雑音信号を合成するためのスペク
トルパラメータを生成する合成スペクトル算出部である。
【００２７】
以上のように構成されたスペクトル復号部２０２Ｂについて図４を用いてその動作を説明
する。まず当該区間スペクトル復号部４０１において、当該区間の受信スペクトルパラメ
ータ符号からスペクトル復号を行なう。これは受信スペクトル符号全てを用いた復号ある
いは実施の形態３において示した部分的な符号のみで復号する方法いずれでもよい。次に
合成スペクトル算出部４０３において、当該区間スペクトル復号部４０１出力のスペクト
ルパラメータと白色雑音スペクトルバッファ４０２出力の白色雑音スペクトルパラメータ
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を用いて当該区間で使用する合成スペクトルパラメータを算出する。合成スペクトルパラ
メータは、誤り区間が長区間にわたり連続する場合に、合成スペクトルが白色雑音スペク
トルに漸近していくようなスペクトルが得られるように算出される。例えば、スペクトル
パラメータとしてＬＳＰパラメータを用いる場合、当該区間復号ＬＳＰと白色雑音ＬＳＰ
の線形加算を行ない、その加重係数を誤り検出の連続区間数に比例して白色雑音ＬＳＰに
漸近するように制御する。他の実現方法も可能である。
【００２８】
以上のように、本発明の実施の形態４によれば、誤り検出が長期間にわたり連続する場合
に、合成スペクトルが白色雑音に漸近していくように動作することにより、誤り区間にお
いて、より自然な誤り区間信号再生を行なうことができる。
【００２９】
（実施の形態５）
図５は本発明の請求項５に対応し、請求項２または３記載の音声符号化装置の復号側の快
適雑音生成器１０５におけるスペクトル復号部２０２Ｃのブロック図を示したものである
。図５において、５０１は当該区間の受信スペクトルパラメータ符号からスペクトルパラ
メータを復号する当該区間スペクトル復号部、５０２は過去の無音区間（雑音のみの区間
を含む）のスペクトルを表すスペクトルパラメータを記憶している無音区間スペクトルパ
ラメータバッファ、５０３は復号スペクトルパラメータおよび無音区間スペクトルパラメ
ータから快適雑音信号を合成するためのスペクトルパラメータを生成する合成スペクトル
算出部である。
【００３０】
以上のように構成されたスペクトル復号部２０２Ｃについて図５を用いてその動作を説明
する。まず当該区間スペクトル復号部５０１において、当該区間の受信スペクトルパラメ
ータ符号からスペクトル復号を行なう。これは受信スペクトル符号全てを用いた復号ある
いは実施の形態３において示した部分的な符号のみで復号する方法いずれでもよい。一方
、無音区間スペクトルパラメータバッファ５０２は、過去の無音（音声のない区間、周囲
雑音のみの区間も含む）と判定された区間の復号スペクトルパラメータを入力とし、それ
らを逐次的に平均化することで、無音区間の平均的なスペクトルパラメータを保持してい
る。次に合成スペクトル算出部５０３において、当該区間スペクトル復号部５０１出力の
スペクトルパラメータと無音区間スペクトルパラメータバッファ５０２出力の無音区間ス
ペクトルパラメータを用いて当該区間で使用する合成スペクトルパラメータを算出する。
合成スペクトルパラメータは、誤り区間が連続する場合に、合成スペクトルが無音区間ス
ペクトルに漸近していくようなスペクトルが得られるように算出される。例えば、スペク
トルパラメータとしてＬＳＰパラメータを用いる場合、当該区間復号ＬＳＰと無音区間Ｌ
ＳＰの線形加算を行ない、その加重係数を誤り検出の連続区間数に比例して無音区間ＬＳ
Ｐに漸近するように制御する。他の実現方法も可能である。
【００３１】
以上のように、本発明の実施の形態５によれば、誤り検出が長期間にわたり連続する場合
に、合成スペクトルが無音区間のスペクトルに漸近していくように動作することにより、
誤り区間において過去の無音区間の再生信号に類似したスペクトル特性を有する、より自
然な誤り区間信号再生を行なうことができる。
【００３２】
（実施の形態６）
図６は本発明の請求項６に対応し、請求項２から５のいずれかに記載の音声符号化装置に
おける復号側の快適雑音生成器１０５内の雑音音源生成部２０３のブロック図を示したも
のである。図６において、６０１は無音区間の音源信号を記憶する無音区間音源信号バッ
ファ、６０２は無音区間音源信号を用いて雑音音源を生成する雑音音源生成部である。
【００３３】
以上のように構成された雑音音源生成部２０３について図６を用いてその動作を説明する
。まず無音区間音源信号バッファ６０１は、過去の無音（音声のない区間、周囲雑音のみ
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の区間も含む）と判定された区間の音声復号時の駆動音源信号から、無音区間を代表する
音源信号を逐次的に保持しているもので、過去の無音区間の駆動音源信号を単純に逐次的
に加算したものをバッファに蓄えるか、または過去の駆動音源に対して過去の蓄積された
バッファ内の相関性の高い区間を加重加算して更新する等により、無音区間の音源特性を
有する音源信号を保持する。そして、雑音音源生成部６０２により無音区間音源信号バッ
ファ６０１からランダムに一定区間長だけ取り出すことにより雑音音源信号を生成する。
【００３４】
以上のように、本発明の実施の形態６によれば、誤り検出区間の音源信号として過去の無
音区間の音源信号を用いることにより、誤り区間において過去の無音区間の再生信号に類
似した音源特性を有する、より自然な誤り区間信号再生を行なうことができる。
【００３５】
（実施の形態７）
　図７は本発明の請求項７に対応する音声符号化装置のブロック図を示したものである。
図７において、符号化側（ａ）において、７０１は入力音声に対して低ビットレートで高
能率な音声符号化を行なう高能率音声符号化器 、７０２は得られ
た符号化パラメータに対して誤り訂正符号化および誤り検出符号算出を行なう誤り訂正符
号化器 、７０３は入力音声に対して

低品質なが り耐性 を実現できる高誤り耐性 符号化器、
７０４は誤り訂正符号化器７０２および高誤り耐性符号化器７０３の出力データを多重化
する多重化器である。復号側（ｂ）において、７０５は復号側において受信データを分離
する分離器、７０６は受信データのうち高能率 符号化器 出力に対応する受信デ
ータに対して誤り訂正および誤り検出を行なう誤り訂正・誤り検出器、７０７は誤り訂正
後の音声符号化パラメータから高能率音声符号化器７０１に対応して音声復号を行なう高
能率音声復号器 、７０８は受信データのうち高誤り耐性音声符号化
器７０３出力に対応する受信データに対して音声復号を行なう高誤り耐性音声復号器

、７０９は誤り検出の結果に応じて高能率音声復号器７０７と高誤り耐
性音声復号器７０８からの出力を切り替えまたは加算により当該区間の出力信号として出
力する加算器である。
【００３６】
　以上のように構成された音声符号化装置について図７を用いてその動作を説明する。ま
ず符号化側（ａ）において、入力音声に対して高能率音声符号化器７０１において低ビッ
トレートで高能率な音声符号化を行なう。低ビットレートで高能率な音声符号化としては
ＣＥＬＰ符号化が代表的である。そして、誤り訂正符号化器７０２により、高能率音声符
号化器７０１で得られた符号化パラメータに対して誤り訂正符号化および誤り検出符号算
出を行い、符号データを出力する。一方、それと並列して高誤り耐性 符号化器７０３
により、入力音声に対して低品質ながら高い誤り耐性を実現できる高誤り耐性の音声符号
化を行い、誤り訂正符号化なしで符号化データを出力する。高誤り耐性の音声符号化とし
ては、ＡＤＭ符号化や入力信号のサンプル値を＋１／－１の２値で表し量子化する方法等
がある。いずれも低ビットレートでは復号信号の品質は低いが、ビット誤りに対する誤り
耐性は高い方法である。さらに入力音声に対して帯域制限を行い、低周波数帯域のみに適
用することにより、より低ビットレートで符号化が行なえる。そして、多重化器７０４に
より誤り訂正符号化器７０２および高誤り耐性 符号化器７０３の出力データを多重化
し、送信データとして出力する。次に、復号側（ｂ）において、分離器７０５により高能
率音声符号化器７０１出力に対応する受信データと高誤り耐性音声符号化器７０３出力に
対応する受信データを分離する。そして、誤り訂正・誤り検出器７０６により高能率
符号化器 出力に対応する受信データに対して誤り訂正および誤り検出を行なったの
ち、高能率音声復号器７０７により誤り訂正後の音声符号化パラメータから高能率音声符
号化器７０１に対応して音声復号を行なう。また、高誤り耐性音声復号器７０８により受
信データのうち高誤り耐性音声符号化器７０３出力に対応する受信データに対して音声復
号を行なう。そして、加算器７０９において誤り検出の結果に応じて高能率音声復号器
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（第１の音声符号化器）

（第２の音声符号化器） 、高能率音声符号化器７０１
と比べて ら誤 の高い音声符号化 音声

音声 ７０１

（第１の音声復号器）
（第

２の音声復号器）

音声

音声

音声
７０１

７



と高誤り耐性音声復号器 からの出力を切り替えまたは加算により当該区間の出
力信号として出力する。具体的には誤りが検出されない区間においては、高能率音声復号
器７０７の出力をそのまま出力信号として出力し、誤り検出区間においては、高能率音声
復号器７０７における誤り区間補償による復号信号と高誤り耐性音声復号器７０８の出力
信号との加算信号を出力し、誤り検出が連続する場合には、高誤り耐性音声復号器７０８
からの出力信号を出力とする。
【００３７】
以上のように、本発明の実施の形態７によれば、誤り検出が連続する場合には高誤り耐性
音声復号器７０８からの出力を復号音声信号とすることにより、音声が途切れることなく
復号音声を再生できる。
【００３８】
（実施の形態８）
　図８は本発明の請求項８に対応し、請求項７に記載の音声符号化装置の符号化側のブロ
ック図を示したものである。図８において、８０１は 入
力音声から

高誤り耐性音声符号化 の復号音声信号分を減算する
それ以外の構成は図７に示した実施の形態７の音声符号化装置と同様である。

【００３９】
　以上のように構成された音声符号化装置について図８を用いてその動作を説明する。ま
ず符号化側において、高誤り耐性音声符号化器７０３により、入力音声に対して低品質な
がら高い誤り耐性を実現できる高誤り耐性の音声符号化を行い、誤り訂正符号化なしで符
号化データを出力するとともに、高誤り耐性音 号器７０３により符号化された符号化
データを用いて音声復号を行い、復号信号を出力する。そして減算器８０１により入力音
声から高誤り耐性 符号化器７０３による高誤り耐性音声符号化の復号音声信号分を減
算し、その差分信号を出力する。次に、その差分信号を入力として高能率音声符号化器７
０１において低ビットレートで高能率な音声符号化を行なう。そして、誤り訂正符号化器
７０２により、高能率音声符号化器７０１で得られた符号化パラメータに対して誤り訂正
符号化および誤り検出符号算出を行い、符号データを出力する。そして、多重化器７０４
により誤り訂正符号化器７０２および高誤り耐性音声符号化器７０３の出力データを多重
化して送信データとして出力する。一方、復号側は図７に示す実施の形態７の復号側と同
様である。ただし、加算器７０９においては、誤りが検出されない区間においては高能率
音声復号器７０７の出力信号と高誤り耐性音声復号器７０８の出力信号を加算して出力し
、誤り検出が連続する場合には、高誤り耐性音声復号器７０８からの出力信号のみを出力
とする。
【００４０】
　以上のように、本発明の実施の形態８によれば、高能率音声符号化器７０１による高能
率音声符号化が、それに先立ち行われる高誤り耐性音声符号化器７０３による高誤り耐性

符号化の復号音声信号分を入力音声から減算された信号に対して行なうことにより、
誤り検出が連続する場合の音声の途切れ感ない復号音声の再生と低ビットレート化を両立
させることができる。
【００４１】
（実施の形態９）
　本発明の実施の形態９は請求項１から８のいずれかに記載の音声符号化装置をソフトウ
ェアで実現したプログラムを記録した磁気ディスク、光磁気ディスク、ＲＯＭカートリッ
ジ等の記録媒 あり、本発明の音声符号化装置をソフトウェアで実現することができる
。
【００４２】
【発明の効果】
以上のように、本発明の請求項１記載の発明においては、誤り検出が連続する区間におい
て、その誤り検出区間の受信音声符号化パラメータの一部を用いて快適雑音を生成しその
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０７ ７０８

減算器であり、減算器８０１は、
、高能率音声符号化器７０１と比べて低品質ながら誤り耐性の高い音声符号化

を実現できる 器７０３出力 ものである
。

声符

音声

音声

体で



区間の出力信号として出力することにより、連続誤り検出区間中においても、受信された
音声情報を低品質ながら再生でき、かつ聴感的な劣化要因である途切れ感をなくすことが
できるという効果が得られる。
【００４３】
また、本発明の請求項２記載の発明においては、連続誤り検出区間において、誤り区間の
受信音声スペクトル情報の全てまたは一部を用いて合成フィルタを構成し、それを用いて
快適雑音を生成しその区間の出力信号として出力することにより、連続誤り検出区間中に
おいても、受信された音韻情報を低品質ながら再生でき、かつ聴感的な劣化要因である途
切れ感をなくすことができるという効果が得られる。
【００４４】
また、本発明の請求項３記載の発明においては、スペクトル量子化が多段構成になってお
り、１段目に量子化効率は落ちるもののビット誤り影響が少ないスカラ量子化を、２段目
に量子化効率の高いベクトル量子化を行なう構成とし、復号側の連続誤り区間における快
適雑音生成器のスペクトル復号部において、誤り耐性の高い１段目のスカラ量子化部分の
みの復号スペクトルを快適雑音の合成スペクトルとして用いることにより、低品質ながら
誤りの影響のより少ないスペクトル復号を行なうことができるという効果が得られる。
【００４５】
また、本発明の請求項４記載の発明においては、誤り検出が長期間にわたり連続する場合
に合成スペクトルが白色雑音スペクトルに漸近していくように動作することにより、誤り
区間において、より自然な誤り区間信号再生を行なうことができるという効果が得られる
。
【００４６】
また、本発明の請求項５記載の発明においては、誤り検出が長期間にわたり連続する場合
に合成スペクトルが無音区間のスペクトルに漸近していくように動作することにより、誤
り区間において過去の無音区間の再生信号に類似したスペクトル特性を有する、より自然
な誤り区間信号再生を行なうことができるという効果が得られる。
【００４７】
また、本発明の請求項６記載の発明においては、誤り検出区間の音源信号として過去の無
音区間の音源信号を用いることにより、誤り区間において過去の無音区間の再生信号に類
似した音源特性を有する、より自然な誤り区間信号再生を行なうことができるという効果
が得られる。
【００４８】
　また、本発明の請求項７記載の発明においては、誤り検出が連続する場合には高誤り耐
性音声復号器 からの出力を復号音声信号とすることにより、音声が
途切れることなく復号音声を再生できるという効果が得られる。
【００４９】
　また、本発明の請求項８記載の発明においては、高能率音声符号化器

による高能率音声符号化を、それに先立ち行われる高誤り耐性 符号化器
による高誤り耐性 符号化の復号音声信号分を入力音声から減算 た

信号に対して行なうことにより、誤り検出が連続する場合における音声の途切れ感ない復
号音声の再生と低ビットレート化を両立させることができるという効果が得られる。
【００５０】
　また、本発明の請求項９記載の発明は、
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（第２の音声復号器）

（第１の音声符号
化器） 音声 （第２
の音声符号化器） 音声 し

入力音声に対して音声符号化を行い音声符号化
パラメータを出力する音声符号化手順と、得られた符号化パラメータに対して誤り訂正符
号化および誤り検出符号算出を行い送信データを出力する誤り訂正符号化手順と、を少な
くとも含む音声符号化プログラムと、受信データに対して誤り訂正および誤り検出を行な
う誤り訂正・誤り検出手順と、誤り訂正後の音声符号化パラメータから音声復号を行なう
音声復号手順と、誤り検出区間に対して音声符号化パラメータの一部を用いて快適雑音を
生成する快適雑音生成手順と、を少なくとも含み、前記快適雑音生成手順が、誤り検出が
連続する区間において、その誤り検出区間の受信音声符号化パラメータの一部を用いて快



磁気ディスク、光磁気ディスク、ＲＯＭカートリッジ
であり、本発明の音声符号化装置をソフトウェアで実現できる

という効果が得られる。

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１における音声符号化装置の符号化側（ａ）と復号化側（ｂ
）のブロック図
【図２】本発明の実施の形態２の音声符号化装置の復号側における快適雑音生成器のブロ
ック図
【図３】本発明の実施の形態３の音声符号化装置における符号側の音声符号化器のスペク
トル量子化部（ａ）と復号側の快適雑音生成器におけるスペクトル復号部（ｂ）のブロッ
ク図
【図４】本発明の実施の形態４の音声符号化装置の復号側の快適雑音生成器におけるスペ
クトル復号部のブロック図
【図５】本発明の実施の形態５の音声符号化装置の復号側の快適雑音生成器におけるスペ
クトル復号部のブロック図
【図６】本発明の実施の形態６の音声符号化装置における復号側の快適雑音生成器内の雑
音音源生成部のブロック図
【図７】本発明の実施の形態７における音声符号化装置の符号化側（ａ）と復号化側（ｂ
）のブロック図
【図８】本発明の実施の形態８における音声符号化装置のブロック図
【図９】従来の音声符号化装置の符号化側（ａ）と復号化側（ｂ）のブロック図
【符号の説明】
１０１　音声符号化器
１０２　誤り訂正符号化器
１０３　誤り訂正・誤り検出器
１０４　音声復号器
１０５　快適雑音生成器
１０６　加算器
２０１　音声パラメータ分離部
２０２　スペクトル復号部
２０３　雑音音源生成部
２０４　合成フィルタ
２０５　レベル制御部
３０１　スカラ量子化部
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適雑音を生成し、その区間の出力信号として出力する手順を更に含む音声復号プログラム
と、を記録したことを特徴とする の
うちのいずれかの記録媒体

　さらに、本発明の請求項１０に記載の発明は、入力音声に対して第１の音声符号化を行
なう第１の音声符号化手順と、前記第１の音声符号化手順により得られた符号化パラメー
タに対して誤り訂正符号化および誤り検出符号算出を行なう誤り訂正符号化手順と、前記
入力音声に対して、前記第１の音声符号化器と比べて低品質ながら誤り耐性の高い音声符
号化を実現できる第２の音声符号化手順と、を少なくとも含む音声符号化プログラムと、
受信データのうち前記第１の音声符号化手順の出力に対応する受信データに対して誤り訂
正および誤り検出を行なう誤り訂正・誤り検出手順と、前記誤り訂正後の音声符号化パラ
メータから前記第１の音声符号化手順に対応して音声復号を行なう第１の音声復号手順と
、前記受信データのうち前記第２の音声符号化手順の出力に対応する受信データに対して
音声復号を行なう第２の音声復号手順と、前記誤り検出の結果に応じて前記第１の音声復
号手順と前記第２の音声復号手順からの出力を切り替えまたは加算により当該区間の出力
信号として出力する加算手順と、を少なくとも含む音声復号プログラムと、を記録したこ
とを特徴とする磁気ディスク、光磁気ディスク、ＲＯＭカートリッジのうちのいずれかの
記録媒体であり、本発明の音声符号化装置をソフトウェアで実現できるという効果を有す
る。



３０２　分割ベクトル量子化部
３０３　スカラ量子化復号部
３０４　分割ベクトル量子化復号部
４０１　当該区間スペクトル復号部
４０２　白色雑音スペクトルパラメータバッファ
４０３　合成スペクトル算出部
５０１　当該区間スペクトル復号部
５０２　無音区間スペクトルパラメータバッファ
５０３　合成スペクトル算出部
６０１　無音区間音源信号バッファ
６０２　雑音音源生成部
７０１　高能率音声符号化器
７０２　誤り訂正符号化器
７０３　高誤り耐性符号化器
７０４　多重化器
７０５　分離器
７０６　誤り訂正・誤り検出器
７０７　高能率音声復号器
７０８　高誤り耐性音声復号器
７０９　加算器
８０１　減算器
９０１　音声符号化器
９０２　誤り訂正符号化器
９０３　誤り訂正・誤り検出器
９０４　音声パラメータ補間器
９０５　音声復号器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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